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℡
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代表者氏名：

所在地：

83 (82) 名

◇特に評価の高い点

福祉サービス第三者評価結果

名称： 保育所

　株式会社　地域計画連合

川口市立青木保育所 種別：

  大屋　小百合

〒

　平成２７年　８月　１日（契約日）～平成２８年　３月３１日（評価結果確定日）

○園長・主任のリーダーシップが活かされ、職員間での保育への意識や考え方が共有され保育が進
められており、保護者からの信頼度・満足度も高い
園長と主任のリーダーシップが活かされ、職員間での連携・コミュニケーションが良好に進めら
れ、保育所の中に活き活きとした保育への取り組み姿勢が感じられる。職員会議及び昼礼を中心に
保育所運営の方向性が協議され、職員が不満や不安などを持ったままで保育が進められるのではな
く、理解と協調をベースにした保育活動への取り組みが進められている。職員間での情報共有もス
ムーズに行われ、協力体制の良さが保育所運営全体に浸透しており、保護者との信頼関係の深まり
につながり、利用者調査での高い満足度として表れている。また、非常勤職員との保育への意識共
有や考え方の共通認識も高く、意見や保育への思いなども把握して保育活動に活かされている。

○保育所運営に関する計画を定め、評価・反省を行い、改善点や課題を明確にして取り組みを進め
ている
中長期計画を策定し定期的に評価・反省を行い、次期計画に反映してさらに良い保育活動につなげ
る体制が整っている。また、各保育指導計画についても振り返りと評価・反省がしっかりと行わ
れ、順次改善や工夫に向けた取り組みが進められている。第三者評価を毎年受審して改善点や課題
などへの取り組みを職員間で検討・共有し、子どもたちの自主性・自発性につなげるおもちゃの見
せ方やコーナー保育への取り組みの工夫、奉仕活動やボランティアの積極的な受け入れ、大型絵本
を用いた読み聞かせなどの出前保育の計画など、子どもたちの楽しく、想い出に残る保育への弛ま
ない積極的な改善が行われている。耐震補強工事が終了し、保育室環境が整備されたことから職員
からの提案や気づきなどを活かしたさらなる取り組みに期待が持てる。
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⑤第三者評価結果に対する事業者のコメント

⑥各評価項目にかかる第三者評価結果

別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

今回も第三者評価を受けることで、新たな課題を得ることができました。
保護者の方に指導計画のねらいや内容等を伝える工夫を検討していきたいと考えます。
良い評価をいただいた点につきましては、この評価に満足することなく、さらなる園の向上を目指
し、その他の指摘いただいた点につきましては、改善できるよう努力して参ります。
受審に際し、アドバイスをいただきました評価機関の皆様、ご多忙中にも関わらず、利用調査にご
協力いただきました在園児の保護者の皆様に心より感謝申し上げます。

○子どもの年齢に合わせ、主体性や自主性の検討・共有を進め、主体的な遊び方の工夫をさらに期
待したい
保育室は安全に生活できる空間に整理されて、遊びたい玩具などを子どもたちに聞いて出して遊ん
でいる。保育者は子どもの遊び方を見守りながら、時には援助して遊び方の主体性を考えた環境づ
くりが行われている。保育室は生活の場所であり遊びの空間でもあることから、遊びたい時に遊べ
る保育室の環境は年齢によっては難しいと思われる。子どもの年齢に応じた主体性や自主性を職員
間で検討・共有を進め、子どもたちが自ら触ってみたいと自分から選んで遊ぶことのできる遊びの
環境設定と遊び方のさらなる工夫を期待したい。

○保育に関する情報の周知方法を工夫し、職員間でのさらなる共有につなげられたい
保育に関する色々な情報を職員に周知・伝達するため、回覧板を使用して情報の確認・共有をいる
のは大変良いが、情報紙がたくさんあるので周知しやすいように工夫を期待したい。緊急性のある
ものなどいくつかの分類に分けたり、未回覧の職員に回せるように周知方法の工夫などで職員全員
が情報の共有ができると思われる。

○保護者に向け保育への取り組みを丁寧に伝えており、保育計画の内容や各計画間のつながりを伝
え共有し、保護者からの支援や協力などに活かされたい
保育課程を掲示して保護者に向けて保育計画の取り組み内容を伝えていくように努めており、子ど
もたちの生活の様子も丁寧に伝えるよう心がけている。また、運営・保育理念などを行事の際など
に伝えることで保護者からの理解と協力にもつながっている。保育所での生活の基盤となる週案を
わかりやすく整理し、保護者に伝えていくことで保育活動への配慮や工夫などの周知と理解をさら
に促すことも検討されたい。保育計画の基本となる保育課程と各指導計画とのつながりを保護者に
丁寧に説明し共有することで、職員の保育への配慮や専門的な知識・技能などを知ってもらい、活
動への支援や協力などに活かされたい。

◇特にコメントを要する点

2/2


